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政
治
等
々
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に

及
ん
で
お
り
、
内
外
と
も
に
重

大
な
難
題
を
多
く
抱
え
る
日
本

に
と
っ
て
、
先
ず
は
そ
の
克
服

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

◇　

し
か
し
、
自
民
党
は
総
裁

選
を
奇
貨
と
ば
か
り
に
コ
ロ
ナ

対
応
そ
っ
ち
の
け
で
政
局
に
大

わ
ら
わ
で
、
な
ん
と
も
嘆
か
わ

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
議

案
執
筆
時
に
あ
っ
て
は
、
ま
だ

そ
の
帰
趨
は
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
誰
が
選
出

さ
れ
よ
う
が
永
年
、
権
力
の
座

で
利
権
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て

き
た
自
民
党
だ
け
に
『
再
生
』

へ
の
途
は
極
め
て
困
難
と
見
ま

す
が
、
真
っ
当
な
政
治
を
取
り

返
す
た
め
に
自
民
党
内
の
良
識

あ
る
議
員
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
で

先
ず
は
『
政
治
と
金
の
問
題
』

に
決
着
を
つ
け
、『
国
民
か
ら

の
信
』
を
取
り
戻
さ
れ
る
よ
う

期
待
を
表
し
て
お
き
ま
す
。

　

野
党
は
こ
の
事
態
を
踏
ま

え
、『
何
が
何
で
も
政
権
交
代
』

と
互
い
に
協
力
し
全
力
を
挙

げ
て
総
選
挙
の
勝
利
に
邁
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に

念
じ
ま
す
。

◇　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の

会
高
知
県
支
部
協
議
会
は
、

会
員
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で

長
寿
を
祝
福
し
あ
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
会
員
間
の

コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ

り
一
層
の
充
実
を
目
指
し
各

種
活
動
を
進
め
る
と
共
に
、

自
然
災
害
の
被
災
者
に
寄
り

添
う
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
「
現
・
退
一
致
」
の

活
動
の
推
進
と
『
安
心
・
信
頼
、

生
き
が
い
あ
ふ
れ
る
二
十
一

世
紀
、
み
ん
な
と
共
に
！
』

の
シ
ン
ボ
ル
フ
レ
ー
ズ
を
実

感
で
き
る
取
り
組
み
を
退
職

者
パ
ワ
ー
で
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

言
を
採
択
。　
　

　
『〝
魅
せ
よ
う
団
結
力
〞
明
日

に
向
か
っ
て
前
進
と
も
に
前

進
！
四
国
の
未
来
の
た
め
「
Ａ

ｌｗａｙ
ｓ 

ｃ
ｈａ
ｌ
ｌｅｎｇ
ｉｎ

ｇ
」』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

た
た
か
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
閉
会
し
ま
し
た
。
私
た
ち
も

こ
れ
ら
の
決
定
を
受
け
「
現
・

退
一
致
」
で
必
要
な
協
力
を
惜

し
ま
ず
活
動
を
支
援
し
て
ゆ
く

こ
と
と
し
ま
す
。

◇　

昨
夏
、
安
倍
総
理
の
政
権

投
げ
出
し
で
発
足
し
た
菅
内
閣

で
す
が
、
安
倍
前
内
閣
に
負
け

ず
劣
ら
ず
の
暴
走
を
繰
り
返
し

た
挙
句
、
ま
た
も
や
政
権
を
投

げ
出
し
ま
し
た
。
こ
の
安
倍
・

菅
両
政
権
八
年
余
り
は
、
国
会

軽
視
・
は
ぐ
ら
か
し
・
隠
ぺ
い
・

利
権
誘
導…

の
連
続
で
民
主
主

義
の
根
幹
を
揺
る
が
す
、
ま
さ

に
『
悪
夢
』
で
あ
っ
た
だ
け
に

正
直
ほ
っ
と
す
る
思
い
で
す

が
、
そ
の
傷
跡
は
社
会
・
経
済
・

催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
感
染

対
策
に
十
分
ご
留
意
の
上
で
の

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
尚
、
懇
親
会
に
つ
き
ま

し
て
は
取
り
や
め
と
い
た
し
ま

す
の
で
ご
理
解
た
ま
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
四
国
総
支
部

第
二
十
回
定
期
大
会
は
リ
モ
ー

ト
で
の
開
催
と
な
り
、
①『
組

織
活
動
の
再
構
築
』、
②『
信
頼

さ
れ
る
「
政
治
」
の
実
現
』、③

『
四
国
の「
持
続
的
成
長
・
発
展
」

に
向
け
た
取
組
み
』、④『
安
全

労
働
』
の
取
組
み
、
の
大
会
宣

知
見
が
広
が
っ
て
い
く
中
で
、

発
症
患
者
数
中
の
重
症
化
リ
ス

ク
や
死
亡
者
数
に
一
定
の
低
下

は
見
ら
れ
ま
す
が
、『
安
心
・

安
全
』
か
ら
は
程
遠
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
二
年

連
続
の
『
書
面
決
議
』
で
は
、

会
員
間
の
意
思
疎
通
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
し
、
さ
ら
に

今
大
会
は
二
〇
二
一
年
度
か
ら

二
〇
二
二
年
度
の
役
員
改
選
に

も
あ
た
り
ま
す
の
で
通
常
の
開

◇　

二
〇
二
〇
年
度
の
活
動

は
、
昨
年
以
来
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
終
息
の
気
配
が
見

え
る
ど
こ
ろ
か
変
異
株
の
影
響

や
政
府
の
無
策
が
相
ま
っ
て
感

染
爆
発
と
な
っ
て
お
り
、
高
知

県
支
部
協
の
活
動
は
必
要
最
小

限
度
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

告　　　示

　ＮＴＴ労組退職者の会高知県支部協議会第23回総会を下記のとおり
開催します。

記
１．と　き　2021年10月26日（火）   午後２時～
２．ところ　高知・三翠園ホテル
　　　　　　　高知市鷹匠町 1－3－35（TEL：088－822－0131）
３．議　題
　１．2020年度活動報告並びに2021年度活動方針（案）
　２．2020年度一般会計決算報告並びに2021年度一般会計予算（案）
　　　2020年度福祉会計決算報告並びに2021年度福祉会計予算（案）
　　　2020年度慶弔会計決算報告並びに2021年度慶弔会計予算（案）
　３．2020年度会計監査報告
　４．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　　2021 年 10 月 5 日

県庁

はりまや橋

県庁前
（電停）

高知駅

鏡川鏡川
三翠園ホテル

県民文化
ホール

ＮＴＴ労組高知県グループ連絡会
会　長　山　岡　千　佳

ＮＴＴ労組退職者の会高知県支部協議会
会　長　國　弘　　　昭

※会場設営の都合上、返信用ハガキ
（切手不要）に必要事項を
ご記入の上10月14日（木）まで
にご返送願います。

総会会場略図

第１号議案第１号議案

二
〇
二
〇
年
度
活
動
の
経
過
並
び
に

二
〇
二
一
年
度
活
動
方
針（
案
）

安
心
・
信
頼
、
生
き
が
い
あ
ふ
れ
る
21
世
紀

安
心
・
信
頼
、
生
き
が
い
あ
ふ
れ
る
21
世
紀

み
ん
な
と
共
に
!!

み
ん
な
と
共
に
!!

は
じ
め
に

は
じ
め
に

第23回総会議案書（案）第23回総会議案書（案）
ＮＴＴ労働組合退職者の会高知県支部協議会ＮＴＴ労働組合退職者の会高知県支部協議会
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２　

電
友
会
と
の
共
催
行
事

「
文
化
講
演
会
」
に
つ
い
て

も
開
催
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
　

次
年
度
に
つ
い
て
も
、
今

の
と
こ
ろ
開
催
困
難
の
模

様
で
す
。

１　

会
報
「
通
信
」
の
発
行
は

定
期
発
行
の
四
回
で
、
発
行

に
当
た
っ
て
は
「
編
集
委
員

会
」
を
開
催
し
、
企
画
や
紙

面
充
実
を
目
指
し
ま
し
た
。

ま
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
新
聞
退
職

者
版
（
ひ
ろ
が
り
ネ
ッ
ト
）

の〝
支
部
協
だ
よ
り
〞に
投
稿

し
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
も
会
報「
通
信
」の

イ
ル
ス
の
影
響
で
す
べ
て
の

地
域
で
開
催
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

２　

次
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
終

息
を
条
件
に
、
今
日
ま
で
の

取
り
組
み
の
継
続
と
と
も
に

旧
報
話
局
単
位
で
開
催
で
き

て
い
な
い
地
区（
土
佐
清
水
・

窪
川
・
嶺
北
と
中
村
・
佐
川

の
再
開
）
で
の
開
催
支
援
を

含
め
、
開
催
地
の
拡
大
と
支

援
を
継
続
し
ま
す
。

１　

OB
親
睦
旅
行
は
、
電
友
会

と
の
共
催
で
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で 

今
の

と
こ
ろ
再
開
の
め
ど
が
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。

（
八
月
二
十
四
日
）
も
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
で
実
施
し
ま
し
た
。

第
二
十
三
回
全
国
総
会
は
九

月
二
十
九
日
に
大
阪
で
予
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
　

次
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
終
息

が
中
央
協
主
催
の
諸
会
議
の

開
催
を
左
右
し
ま
す
が
、
開

催
と
な
れ
ば
積
極
的
に
派
遣

し
、
全
国
的
な
統
一
行
動
を

強
化
し
ま
す
。

２　
「
現
・
退
一
致
」
の
活
動
の

要
と
し
て
、
情
報
労
連
高
知

県
協
議
会
・Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高

知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
に
当

会
役
員
を
派
遣
す
る
と
と
も

に
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」

を
は
じ
め
と
す
る
集
会
や
活

動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
も
「
現
・
退
一
致
」

の
活
動
を
進
め
る
と
共
に「
退

職
者
の
会
」
へ
の
組
織
化
に

最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る

よ
う
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」

の
内
容
充
実
に
努
め
る
こ
と

と
し
ま
す
。

３　

平
和
四
行
動
（
広
島
・
長

崎
・
沖
縄
・
北
方
領
土
）
に

つ
い
て
は
、
中
央
協
の
割
り

当
て
に
基
づ
い
て
代
表
派
遣

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

「
広
島
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
割
り
当
て
で
し
た
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
の
、
割
り
当
て
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

１　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｏ
Ｂ
仲
間
の

「
交
流
と
親
睦
」
の
場
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
地
域

の
集
い
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

３　

事
務
局
体
制
等
に
つ
い
て

⑴　

事
務
局
常
駐
は
、
月
〜
金

の
午
後
半
日
に
拡
大
し
、
会

と
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
強
化
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
な
お
、
中
央
協
よ
り

支
部
協
の
常
駐
体
制
見
直
し

の
提
案
（
別
紙
一

－

一
〜
二

参
照
）
が
あ
り
ま
す
が
、
常

駐
役
員
の
希
望
等
を
勘
案
し

当
分
は
現
行
体
制
を
維
持
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

⑵　

事
務
局
常
駐
や
共
済
、
慶

弔
等
々
、
ル
ー
チ
ン
業
務
の

円
滑
化
の
た
め
に
常
任
幹
事

会
を
設
け
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
常
任
幹
事
の

不
慮
の
事
故
や
病
気
に
備

え
、
各
種
担
務
へ
の
複
数
配

置
等
に
配
慮
し
、
業
務
遂
行

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
体
制

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４　

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

　

昨
年
実
施
の
「
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
集
計
が
遅
れ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
今
年
度
は
集
計

結
果
を
公
表
の
こ
と
と
し
ま

す
。
尚
、
緊
急
連
絡
先
の
集
計

は
終
え
て
い
ま
す
。

１　

中
央
協
主
催
の
会
議
は
、

第
一
回
拡
大
支
部
協
代
表
者

会
議
（
十
一
月
二
十
六
日
）

は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
、
中
四
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
（
五
月
十
三
日
）
も

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
、
新
任
役
員
全

国
交
流
集
会
は
中
止
。
第
二

回
拡
大
支
部
協
代
表
者
会
議

１　

会
員
拡
大
の
取
り
組
み

　

二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
六
日

に
退
職
予
定
者
を
対
象
に
し
た

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
主

催
で
開
催
し
、
会
員
拡
大
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年

九
月
〜
二
〇
二
一
年
八
月
の
退

職
者
の
う
ち
、
当
会
加
入
は
十

七
名
と
な
っ
て
お
り
昨
年
に
続

き
比
較
的
多
く
の
加
入
者
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
引

き
続
き
取
り
組
み
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
自

然
脱
会
二
十
八
名
、
任
意
脱
会

七
名
で
し
た
。
以
上
の
結
果
、

昨
年
八
月
末
日
の
会
員
数
一，二

四
〇
名
か
ら
本
年
は
、一，二
二

二
名
で
あ
り
此
の
間
、
十
八
名

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
次
年
度

も
本
年
同
様
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
グ

ル
ー
プ
連
絡
会
の
主
催
に
よ
る

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」
を
開

催
し
、
退
職
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

の
、
当
会
加
入
促
進
な
ら
び
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
各
種

活
動
へ
の
参
加
要
請
も
含
め

「
現
・
退一致
」で
取
り
組
み
ま
す
。

２　

遺
族
組
合
員
制
度
に
つい
て

　

亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の
配
偶

者
が
希
望
す
れ
ば
電
通
共
済
生

協
な
ど
の
、
継
続
利
用
が
可
能

な
「
遺
族
組
合
員
」
制
度
が
発

足
し
、
二
〇
二
一
年
九
月
末
現

在
五
十
六
名
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
本
制
度
の
周
知
の
た
め
、

適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

決
算
報
告
書
並
び
に
二
〇
二

一
年
度
福
祉
会
計
予
算（
案
）

３
．
二
〇
二
〇
年
度
慶
弔
会
計

決
算
報
告
書
並
び
に
二
〇
二

一
年
度
慶
弔
会
計
予
算（
案
）

４
．
二
〇
二
〇
年
度
一
般
会
計

監
査
報
告
書

５
．
二
〇
二
〇
年
度
福
祉
会
計

監
査
報
告
書

６
．
二
〇
二
〇
年
度
慶
弔
会
計

監
査
報
告
書

で
、
お
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
願

い
ま
す
。

１　

中
央
協
「
あ
り
が
と
う
制

度
」
並
び
に
高
知
県
支
部
協

「
慶
弔
規
程
」
の
実
施
状
況

は
次
表
の
通
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　

中
央
協
、
支
部
協
と
も
、

制
度
は
順
調
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
象
に
な
っ
た
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
多
く
の

「
感
謝
」
や
「
御
礼
」
の
声

が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
弔
事
の
把
握
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
時
期
を
失

す
る
場
合
が
時
々
あ
り
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

３　

再
来
年
四
月
の
高
知
市
会

議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
高

知
分
会
所
属
の
「
楠
目
慎
一

郎
」
君
の
勝
利
に
向
け
て
、

今
日
か
ら
全
力
を
挙
げ
て
戦

う
こ
と
と
し
ま
す
。

１
．
二
〇
二
〇
年
度
一
般
会
計

決
算
報
告
書
並
び
に
二
〇
二

一
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

２
．
二
〇
二
〇
年
度
福
祉
会
計

た
政
治
の
実
現
の
た
め
「
政

治
変
革
な
く
し
て
、
国
民

の
安
全
・
安
心
無
し
」
と

の
立
場
で
全
力
を
挙
げ
て

戦
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、
高
知
一
区

は
武
内
則
男
氏
、
高
知
二
区

は
広
田
一
氏
を
推
薦
し
戦
う

こ
と
と
し
ま
す
。

２　

来
夏
の
参
議
院
選
挙
に
つ

い
て
は
組
織
内
議
員
「
石
橋

み
ち
ひ
ろ
」
氏
を
組
織
の
総

力
を
挙
げ
て
戦
い
ま
す
。

１　

今
年
の
秋
に
は
衆
院
選
挙

が
あ
り
ま
す
。
本
文
執
筆
時

に
お
い
て
は
そ
の
日
程
が
ま

だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
安
倍
内
閣
・
菅
内

閣
と
国
民
不
在
の
政
治
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
負

の
遺
産
の
一
掃
と
コ
ロ
ナ

の
克
服
・
国
民
目
線
に
立
っ

　

３　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
が
推
進

す
る
政
治
団
体
「
ア
ピ
ー
ル

二
十
一
」
に
は
県
支
部
協
幹

事
を
中
心
に
加
入
し
「
現
・

退
一
致
」
の
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
も
同
様
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

４　

連
合
、
労
働
者
福
祉
協

議
会
の
活
動
等

⑴　

第
十
五
回
メ
ー
デ
ー
東

部
地
区
大
会
（
四
月
二
十
五

日
）、
並
び
に
、
第
九
十
二

回
メ
ー
デ
ー
（
四
月
二
十
九

日
）
に
代
表
派
遣
を
し
ま
し

た
。
次
年
度
も
協
力
を
し
て

い
き
ま
す
。
尚
、
連
合
主
催

の
囲
碁
・
将
棋
大
会
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。　

⑵　

労
福
協
等
の
活
動
は
大

半
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
開
催
さ
れ
れ
ば
、

従
来
通
り
協
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

５　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
法
律
相

談
と
し
て
藤
原
充
子
弁
護
士

に
顧
問
と
し
て
お
世
話
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
相
談

し
た
い
方
は
、
事
務
局
ま
で

連
絡
願
い
ま
す
。

知
県
支
部
協
に
お
い
て
も
昨

年
九
月
一
日
〜
今
年
八
月
三

十
一
日
ま
で
に
、合
計
十
件
、

二
三
〇
万
円
の
支
払
い
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

こ
の
支
払
い
状
況
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
交
通
事

故
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
な

注
意
を
お
願
い
す
る
と
同
時

に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

１　

高
退
連
に
会
長
（
國
弘

会
長
）
と
幹
事
（
吉
川
副
会

長
）
を
派
遣
し
、
そ
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　
　

次
年
度
も
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

２　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

多
く
の
会
員
が
県
下
各
地

で
参
加
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
地
域
貢
献
へ
の
大
切

な
取
り
組
み
で
す
の
で
、

今
後
と
も
活
動
が
一
層
充

実
す
る
よ
う
必
要
な
援
助

を
し
て
い
き
ま
す
。

年
四
回
定
期
発
行
を
維
持
す

る
こ
と
と
し
、
必
要
に
応
じ

臨
時
号
の
発
行
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
新
聞
へ

の
投
稿
に
も
継
続
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

２　

支
部
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
画
面
の
更
新
を
状
況

に
応
じ
て
実
施
し
「
予
定
表

（
カ
レ
ン
ダ
ー
）」
で
は
、
支

部
協
行
事
等
が
い
ち
早
く
み

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
下
さ
い
。
ま
た
、

時
事
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
転
載

に
も
即
応
性
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

　
　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を

参
考
に
、
一
層
の
充
実
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

改
善
に
む
け
会
員
・
役
員
間

の
連
携
強
化
等
に
一
層
努
め

る
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
関
連
で
葬
儀
等
に
出

席
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
失

礼
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

２　

任
意
共
済
の
加
入
促
進

活
動
は
、
資
料
の
送
付
か
ら

回
収
・
内
容
の
問
い
合
わ
せ

す
べ
て
を
電
通
共
済
生
協
・

労
連
共
済
本
部
が
実
施
す
る

の
が
基
本
で
す
。
し
か
し
、

現
実
は
支
部
協
対
応
が
必
要

な
場
合
が
多
く
あ
る
た
め
、

例
年
は
（
土
・
日
・
祝
除
く
）

役
員
を
配
置
し
会
員
の
問
合

せ
に
対
応
し
ま
す
が
、
今
年

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
当
番
だ
け
で
対
応
し

ま
し
た
。

３　
「
マ
イ
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
」

が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
自
動
車
事
故
以
外
の

怪
我
も
保
証
す
る
制
度
へ
の

関
心
が
高
く
、
今
後
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

自
然
災
害
の
増
加
や
社

会
諸
制
度
の
先
行
き
不
安
が

深
刻
化
し
て
い
る
中
で
、「
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
」
す
る
電
通
共

済
生
協
の
重
要
度
が
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

自
然
災
害
共
済
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

会
員
の
「
自
助
・
共
助
の
重

要
な
手
段
」
と
し
て
の
高
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
支
部

協
段
階
で
の
取
組
み
の
強
化

と
迅
速
・
正
確
で
解
り
や
す

く
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

４　

高
齢
化
に
伴
い
交
通
災

害
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
交
通
災
害
共
済
は
高

＜別紙 1‒1＞
支部協常駐体制の充実に向けて

　退職者の会の会員数は、現在 12 万 6 千人を超え平均年齢も 73.3 歳となり年々上り続け、
米寿を超えた会員は 5,973 人、人生 100 年時代と言われる中、会員個々人は、この高齢化社
会を新型コロナウイルス感染防止など様々な問題を抱えながらも、いかに健康寿命を保ち、
生きがいを持って人生を楽しく全うするかが関心ごとになっていると推察します。
　このような社会情勢のもと各支部協は、会員との双方向コニュケーションを深めるため、
会員からの問い合わせ対応、「お元気コール」、各種訪問活動、支部協等ニュース活動、各種
レク、行事、サークル活動、災害時緊急連絡先把握等に取り組んでいます。
　中央協は、こうした活動をより充実させ「会」と会員との双方向コニュケーションを活発
化する中から会員とのつながりを強め組織強化につなげたいとの思いから、各支部協には月
曜日～金曜日までの常駐体制を確立していただきたいと考えます。
　中央協は、「支部協常駐体制の充実に向けて」の課題について、ブロック会議、拡大支部
協代表者会議の論議を経て全国総会で決定し、支部協総会後からのスタートをめざしていま
す。そのため、ブロック会議前に月・水・金等の常駐体制支部協（月～金支部協 1 を含む 24
支部協）へ別紙を参考資料に対面、リモートでヒアリングを実施しました。
　実施状況は、「実施している。実施の方向で検討する。前向きに検討する等」が14支部協。「現
状で会員からの不満はない。必要性を感じない。役員体制が確立できない等」が 8 支部協。
その他 1支部協。という結果になりました。
　このようなヒアリング状況を受け、「支部協常駐体制の充実に向けて」については、このブロッ
ク会議でさらに論議を深め、次の拡大支部協代表者会議で方向性を出したいと思っています。

以　上
2021 年 5 月

中央協議会ブロック会議資料

＜別紙 1‒2＞
支部協常駐体制の充実に向けての考え方

　退職者の会は、会員数の増加に伴い会員とのコミュニケーション強化、会員サービス、組
織運営の強化に向け常駐体制の更なる充実をはかる。
　具体的には、以下 7点を原則とする。
（１）原則、月曜日から金曜日までの一定時間常駐し、支部協運営や会員対応を行う。
（２）常駐日のコアタイムは午前 10 時から午後 3時までとする。
（３）スタート時期は、2021 年 10 月の支部協総会以降順次体制を整える。
（４）常駐体制の充実に向け、NTT労組の理解を得て財政措置を行う。
（５）財政措置については、常駐体制確立に合わせ次年度より交付金の定額部分に上乗せ

して交付する。
（６）常駐に伴う日当は、支部協の実態を踏まえ対応する。
（７）その上で、現行、支部協で支払っている日当との整合性を図る。

　今後の課題
（１）現在 23 地域で、月・水・金の常駐や半日常駐の支部協があり、理解を求めなければ

ならない。
（２）共済業務の一時受付等実施にあたっては、一定の研修が必要であり、電通共済生協

から協力を得なければならない。

　その上で 5月 13 日からのブロック会議、7月 28 日～ 29 日予定の拡大支部協代表者会議で
論議し、9月 29 日の全国総会で決定し、10 月の支部協総会以降スタートする。

以　上

一
、
組
織
活
動
に
つ
い
て

二
、
各
種
会
議
・
交
流
会

　
等
へ
の
参
加
に
つ
い
て

三
、「
地
域
の
集
い
」
の

　
開
催
と
支
援
に
つ
い
て

四
、
OB
親
睦
旅
行
・
文
化

　
講
演
会
に
つ
い
て　

六
、
共
済
・
福
祉
活
動
・
災
害

　
支
援
カ
ン
パ
な
ど
に
つ
い
て

五
、
情
報
活
動
に
つ
い
て

取
り
組
み
の
経
過
と
今
後
の
対
応

取
り
組
み
の
経
過
と
今
後
の
対
応
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２　

電
友
会
と
の
共
催
行
事

「
文
化
講
演
会
」
に
つ
い
て

も
開
催
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
　

次
年
度
に
つ
い
て
も
、
今

の
と
こ
ろ
開
催
困
難
の
模

様
で
す
。

１　

会
報
「
通
信
」
の
発
行
は

定
期
発
行
の
四
回
で
、
発
行

に
当
た
っ
て
は
「
編
集
委
員

会
」
を
開
催
し
、
企
画
や
紙

面
充
実
を
目
指
し
ま
し
た
。

ま
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
新
聞
退
職

者
版
（
ひ
ろ
が
り
ネ
ッ
ト
）

の〝
支
部
協
だ
よ
り
〞に
投
稿

し
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
も
会
報「
通
信
」の

イ
ル
ス
の
影
響
で
す
べ
て
の

地
域
で
開
催
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

２　

次
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
終

息
を
条
件
に
、
今
日
ま
で
の

取
り
組
み
の
継
続
と
と
も
に

旧
報
話
局
単
位
で
開
催
で
き

て
い
な
い
地
区（
土
佐
清
水
・

窪
川
・
嶺
北
と
中
村
・
佐
川

の
再
開
）
で
の
開
催
支
援
を

含
め
、
開
催
地
の
拡
大
と
支

援
を
継
続
し
ま
す
。

１　

OB
親
睦
旅
行
は
、
電
友
会

と
の
共
催
で
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で 

今
の

と
こ
ろ
再
開
の
め
ど
が
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。

（
八
月
二
十
四
日
）
も
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
で
実
施
し
ま
し
た
。

第
二
十
三
回
全
国
総
会
は
九

月
二
十
九
日
に
大
阪
で
予
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
　

次
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
終
息

が
中
央
協
主
催
の
諸
会
議
の

開
催
を
左
右
し
ま
す
が
、
開

催
と
な
れ
ば
積
極
的
に
派
遣

し
、
全
国
的
な
統
一
行
動
を

強
化
し
ま
す
。

２　
「
現
・
退
一
致
」
の
活
動
の

要
と
し
て
、
情
報
労
連
高
知

県
協
議
会
・Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高

知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
に
当

会
役
員
を
派
遣
す
る
と
と
も

に
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」

を
は
じ
め
と
す
る
集
会
や
活

動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
も
「
現
・
退
一
致
」

の
活
動
を
進
め
る
と
共
に「
退

職
者
の
会
」
へ
の
組
織
化
に

最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る

よ
う
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」

の
内
容
充
実
に
努
め
る
こ
と

と
し
ま
す
。

３　

平
和
四
行
動
（
広
島
・
長

崎
・
沖
縄
・
北
方
領
土
）
に

つ
い
て
は
、
中
央
協
の
割
り

当
て
に
基
づ
い
て
代
表
派
遣

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

「
広
島
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
割
り
当
て
で
し
た
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
の
、
割
り
当
て
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

１　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｏ
Ｂ
仲
間
の

「
交
流
と
親
睦
」
の
場
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
地
域

の
集
い
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

３　

事
務
局
体
制
等
に
つ
い
て

⑴　

事
務
局
常
駐
は
、
月
〜
金

の
午
後
半
日
に
拡
大
し
、
会

と
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
強
化
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
な
お
、
中
央
協
よ
り

支
部
協
の
常
駐
体
制
見
直
し

の
提
案
（
別
紙
一

－

一
〜
二

参
照
）
が
あ
り
ま
す
が
、
常

駐
役
員
の
希
望
等
を
勘
案
し

当
分
は
現
行
体
制
を
維
持
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

⑵　

事
務
局
常
駐
や
共
済
、
慶

弔
等
々
、
ル
ー
チ
ン
業
務
の

円
滑
化
の
た
め
に
常
任
幹
事

会
を
設
け
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
常
任
幹
事
の

不
慮
の
事
故
や
病
気
に
備

え
、
各
種
担
務
へ
の
複
数
配

置
等
に
配
慮
し
、
業
務
遂
行

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
体
制

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４　

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

　

昨
年
実
施
の
「
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
集
計
が
遅
れ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
今
年
度
は
集
計

結
果
を
公
表
の
こ
と
と
し
ま

す
。
尚
、
緊
急
連
絡
先
の
集
計

は
終
え
て
い
ま
す
。

１　

中
央
協
主
催
の
会
議
は
、

第
一
回
拡
大
支
部
協
代
表
者

会
議
（
十
一
月
二
十
六
日
）

は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
、
中
四
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
（
五
月
十
三
日
）
も

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
、
新
任
役
員
全

国
交
流
集
会
は
中
止
。
第
二

回
拡
大
支
部
協
代
表
者
会
議

１　

会
員
拡
大
の
取
り
組
み

　

二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
六
日

に
退
職
予
定
者
を
対
象
に
し
た

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
主

催
で
開
催
し
、
会
員
拡
大
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年

九
月
〜
二
〇
二
一
年
八
月
の
退

職
者
の
う
ち
、
当
会
加
入
は
十

七
名
と
な
っ
て
お
り
昨
年
に
続

き
比
較
的
多
く
の
加
入
者
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
引

き
続
き
取
り
組
み
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
自

然
脱
会
二
十
八
名
、
任
意
脱
会

七
名
で
し
た
。
以
上
の
結
果
、

昨
年
八
月
末
日
の
会
員
数
一，二

四
〇
名
か
ら
本
年
は
、一，二
二

二
名
で
あ
り
此
の
間
、
十
八
名

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
次
年
度

も
本
年
同
様
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
グ

ル
ー
プ
連
絡
会
の
主
催
に
よ
る

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」
を
開

催
し
、
退
職
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

の
、
当
会
加
入
促
進
な
ら
び
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
各
種

活
動
へ
の
参
加
要
請
も
含
め

「
現
・
退一致
」で
取
り
組
み
ま
す
。

２　

遺
族
組
合
員
制
度
に
つい
て

　

亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の
配
偶

者
が
希
望
す
れ
ば
電
通
共
済
生

協
な
ど
の
、
継
続
利
用
が
可
能

な
「
遺
族
組
合
員
」
制
度
が
発

足
し
、
二
〇
二
一
年
九
月
末
現

在
五
十
六
名
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
本
制
度
の
周
知
の
た
め
、

適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

決
算
報
告
書
並
び
に
二
〇
二

一
年
度
福
祉
会
計
予
算（
案
）

３
．
二
〇
二
〇
年
度
慶
弔
会
計

決
算
報
告
書
並
び
に
二
〇
二

一
年
度
慶
弔
会
計
予
算（
案
）

４
．
二
〇
二
〇
年
度
一
般
会
計

監
査
報
告
書

５
．
二
〇
二
〇
年
度
福
祉
会
計

監
査
報
告
書

６
．
二
〇
二
〇
年
度
慶
弔
会
計

監
査
報
告
書

で
、
お
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
願

い
ま
す
。

１　

中
央
協
「
あ
り
が
と
う
制

度
」
並
び
に
高
知
県
支
部
協

「
慶
弔
規
程
」
の
実
施
状
況

は
次
表
の
通
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　

中
央
協
、
支
部
協
と
も
、

制
度
は
順
調
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
象
に
な
っ
た
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
多
く
の

「
感
謝
」
や
「
御
礼
」
の
声

が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
弔
事
の
把
握
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
時
期
を
失

す
る
場
合
が
時
々
あ
り
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

３　

再
来
年
四
月
の
高
知
市
会

議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
高

知
分
会
所
属
の
「
楠
目
慎
一

郎
」
君
の
勝
利
に
向
け
て
、

今
日
か
ら
全
力
を
挙
げ
て
戦

う
こ
と
と
し
ま
す
。

１
．
二
〇
二
〇
年
度
一
般
会
計

決
算
報
告
書
並
び
に
二
〇
二

一
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

２
．
二
〇
二
〇
年
度
福
祉
会
計

た
政
治
の
実
現
の
た
め
「
政

治
変
革
な
く
し
て
、
国
民

の
安
全
・
安
心
無
し
」
と

の
立
場
で
全
力
を
挙
げ
て

戦
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、
高
知
一
区

は
武
内
則
男
氏
、
高
知
二
区

は
広
田
一
氏
を
推
薦
し
戦
う

こ
と
と
し
ま
す
。

２　

来
夏
の
参
議
院
選
挙
に
つ

い
て
は
組
織
内
議
員
「
石
橋

み
ち
ひ
ろ
」
氏
を
組
織
の
総

力
を
挙
げ
て
戦
い
ま
す
。

１　

今
年
の
秋
に
は
衆
院
選
挙

が
あ
り
ま
す
。
本
文
執
筆
時

に
お
い
て
は
そ
の
日
程
が
ま

だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
安
倍
内
閣
・
菅
内

閣
と
国
民
不
在
の
政
治
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
負

の
遺
産
の
一
掃
と
コ
ロ
ナ

の
克
服
・
国
民
目
線
に
立
っ

　

３　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
が
推
進

す
る
政
治
団
体
「
ア
ピ
ー
ル

二
十
一
」
に
は
県
支
部
協
幹

事
を
中
心
に
加
入
し
「
現
・

退
一
致
」
の
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
も
同
様
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

４　

連
合
、
労
働
者
福
祉
協

議
会
の
活
動
等

⑴　

第
十
五
回
メ
ー
デ
ー
東

部
地
区
大
会
（
四
月
二
十
五

日
）、
並
び
に
、
第
九
十
二

回
メ
ー
デ
ー
（
四
月
二
十
九

日
）
に
代
表
派
遣
を
し
ま
し

た
。
次
年
度
も
協
力
を
し
て

い
き
ま
す
。
尚
、
連
合
主
催

の
囲
碁
・
将
棋
大
会
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。　

⑵　

労
福
協
等
の
活
動
は
大

半
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
開
催
さ
れ
れ
ば
、

従
来
通
り
協
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

５　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
法
律
相

談
と
し
て
藤
原
充
子
弁
護
士

に
顧
問
と
し
て
お
世
話
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
相
談

し
た
い
方
は
、
事
務
局
ま
で

連
絡
願
い
ま
す
。

知
県
支
部
協
に
お
い
て
も
昨

年
九
月
一
日
〜
今
年
八
月
三

十
一
日
ま
で
に
、合
計
十
件
、

二
三
〇
万
円
の
支
払
い
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

こ
の
支
払
い
状
況
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
交
通
事

故
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
な

注
意
を
お
願
い
す
る
と
同
時

に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

１　

高
退
連
に
会
長
（
國
弘

会
長
）
と
幹
事
（
吉
川
副
会

長
）
を
派
遣
し
、
そ
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　
　

次
年
度
も
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

２　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

多
く
の
会
員
が
県
下
各
地

で
参
加
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
地
域
貢
献
へ
の
大
切

な
取
り
組
み
で
す
の
で
、

今
後
と
も
活
動
が
一
層
充

実
す
る
よ
う
必
要
な
援
助

を
し
て
い
き
ま
す
。

年
四
回
定
期
発
行
を
維
持
す

る
こ
と
と
し
、
必
要
に
応
じ

臨
時
号
の
発
行
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
新
聞
へ

の
投
稿
に
も
継
続
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

２　

支
部
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
画
面
の
更
新
を
状
況

に
応
じ
て
実
施
し
「
予
定
表

（
カ
レ
ン
ダ
ー
）」
で
は
、
支

部
協
行
事
等
が
い
ち
早
く
み

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
下
さ
い
。
ま
た
、

時
事
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
転
載

に
も
即
応
性
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

　
　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を

参
考
に
、
一
層
の
充
実
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

改
善
に
む
け
会
員
・
役
員
間

の
連
携
強
化
等
に
一
層
努
め

る
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
関
連
で
葬
儀
等
に
出

席
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
失

礼
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

２　

任
意
共
済
の
加
入
促
進

活
動
は
、
資
料
の
送
付
か
ら

回
収
・
内
容
の
問
い
合
わ
せ

す
べ
て
を
電
通
共
済
生
協
・

労
連
共
済
本
部
が
実
施
す
る

の
が
基
本
で
す
。
し
か
し
、

現
実
は
支
部
協
対
応
が
必
要

な
場
合
が
多
く
あ
る
た
め
、

例
年
は
（
土
・
日
・
祝
除
く
）

役
員
を
配
置
し
会
員
の
問
合

せ
に
対
応
し
ま
す
が
、
今
年

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
当
番
だ
け
で
対
応
し

ま
し
た
。

３　
「
マ
イ
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
」

が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
自
動
車
事
故
以
外
の

怪
我
も
保
証
す
る
制
度
へ
の

関
心
が
高
く
、
今
後
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

自
然
災
害
の
増
加
や
社

会
諸
制
度
の
先
行
き
不
安
が

深
刻
化
し
て
い
る
中
で
、「
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
」
す
る
電
通
共

済
生
協
の
重
要
度
が
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

自
然
災
害
共
済
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

会
員
の
「
自
助
・
共
助
の
重

要
な
手
段
」
と
し
て
の
高
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
支
部

協
段
階
で
の
取
組
み
の
強
化

と
迅
速
・
正
確
で
解
り
や
す

く
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

４　

高
齢
化
に
伴
い
交
通
災

害
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
交
通
災
害
共
済
は
高

年 月 日 主　　　な　　　活　　　動 場　　　所

２
　
　

０
　
　

２
　
　

０

10
2 2019 年度会計監査 事務局
27 ＮＴＴ労組退職者の会高知県支部協第 22回総会（書面決議）
31 立憲民主党高知県総支部連合会結党大会 新阪急

11

5 2020 年度第 1回編集委員会 事務局
9 2020 年度第 1回常任幹事会 中局食堂
7 情報労連グル連合同幹事会 中局食堂
26 第１回拡大支部協代表者会（Web会議） 事務局

12

3 車椅子清掃ボランティア あざみの里
4 2020 年度第 1回幹事会 三翠園
7 車椅子清掃ボランティア やすらぎの家
25 事務局清掃 事務局

２
　
　

０
　
　

２
　
　

１

1 26 ウェルカム懇親会 NTT中ビル 4F
27 あったか高知春のおもてなし清掃ボランティア 中央公園

2 1 2020 年度第 2回編集委員会 事務局
3 四国総支部委員会（Web会議） NTT中ビル 4F

3 19 衆院選打ち合わせ 事務局

4
8 中央協川辺事務局長来高 事務局
25 第 25回東部地区メーデー 香美市吉川漁港駐車場
29 第 92回メーデー高知県中央大会 城西公園

5

7 2020 年度第 3回編集委員会 事務局
13 中国・四国ブロック会議（Web会議） 事務局
15 武内則男事務所開き
26 退職者の会第 1回役員選考委員会 事務局

6
19 情報労連四国ブロック政治学習会 三翠園
19 情報労連高知政治学習会 三翠園
30 四国総支部委員会（Web会議） NTT中ビル 4F

7

5 退職者の会第 2回役員選考委員会 事務局
10 のいち紫陽花街道剪定ボランティア のいち
15 グル連・情報労連合同幹事会 NTT中ビル食堂

30～ 31 四国総支部第 20回定期大会（Web会議） 三翠園

8
2 2020 年度第 4回編集委員会 事務局
18 2020 年度第 2回常任幹事会 NTT中ビル食堂
24 第 2回拡大支部協代表者会議（Web会議） 事務局

9
３ NTT労組高知分会第８回定期大会 三翠園
29 第 23回全国総会（Web会議） 事務局
29 情報労連高知県協第 20回定期総会 三翠園

主な活動日誌（第22回退職者の会総会［書面決議］以降）主な活動日誌（第22回退職者の会総会［書面決議］以降）高知県支部協
2020年度
高知県支部協
2020年度

七
、
友
誼
団
体
と
の
連
携
、

　
安
心・信
頼
、暮
ら
し
を

　
守
る
活
動
に
つ
い
て　

八
、
政
治
の
刷
新
を
求
め

　
民
主
勢
力
の
伸
長
を
目

　
指
す
取
り
組
み

2020年9月1日から2021年8月31日までの
実施状況一覧（年齢は満）

中央協「ありがとう」制度 高知支部協「慶弔規程」

16
件

24
件

０
件

38
件

24
件

25
件

71
件

35
件

５
千
円

５
千
円

１
万
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円
（
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
）

８
千
円
（
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
）

５
千
円
（
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
）

配
偶
者
死
亡

本
人
死
亡

白
　
　
寿
（
99
歳
）

金
　
　
婚
（
50
年
）

本
人
死
亡

米　
　

寿
（
88
歳
）

喜　
　

寿
（
77
歳
）

古　
　

希
（
70
歳
）

第
２
号
議
案（
当
日
配
布
）
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２　

電
友
会
と
の
共
催
行
事

「
文
化
講
演
会
」
に
つ
い
て

も
開
催
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
　

次
年
度
に
つ
い
て
も
、
今

の
と
こ
ろ
開
催
困
難
の
模

様
で
す
。

１　

会
報
「
通
信
」
の
発
行
は

定
期
発
行
の
四
回
で
、
発
行

に
当
た
っ
て
は
「
編
集
委
員

会
」
を
開
催
し
、
企
画
や
紙

面
充
実
を
目
指
し
ま
し
た
。

ま
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
新
聞
退
職

者
版
（
ひ
ろ
が
り
ネ
ッ
ト
）

の〝
支
部
協
だ
よ
り
〞に
投
稿

し
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
も
会
報「
通
信
」の

イ
ル
ス
の
影
響
で
す
べ
て
の

地
域
で
開
催
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

２　

次
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
終

息
を
条
件
に
、
今
日
ま
で
の

取
り
組
み
の
継
続
と
と
も
に

旧
報
話
局
単
位
で
開
催
で
き

て
い
な
い
地
区（
土
佐
清
水
・

窪
川
・
嶺
北
と
中
村
・
佐
川

の
再
開
）
で
の
開
催
支
援
を

含
め
、
開
催
地
の
拡
大
と
支

援
を
継
続
し
ま
す
。

１　

OB
親
睦
旅
行
は
、
電
友
会

と
の
共
催
で
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で 

今
の

と
こ
ろ
再
開
の
め
ど
が
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。

（
八
月
二
十
四
日
）
も
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
で
実
施
し
ま
し
た
。

第
二
十
三
回
全
国
総
会
は
九

月
二
十
九
日
に
大
阪
で
予
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
　

次
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
終
息

が
中
央
協
主
催
の
諸
会
議
の

開
催
を
左
右
し
ま
す
が
、
開

催
と
な
れ
ば
積
極
的
に
派
遣

し
、
全
国
的
な
統
一
行
動
を

強
化
し
ま
す
。

２　
「
現
・
退
一
致
」
の
活
動
の

要
と
し
て
、
情
報
労
連
高
知

県
協
議
会
・Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高

知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
に
当

会
役
員
を
派
遣
す
る
と
と
も

に
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」

を
は
じ
め
と
す
る
集
会
や
活

動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
も
「
現
・
退
一
致
」

の
活
動
を
進
め
る
と
共
に「
退

職
者
の
会
」
へ
の
組
織
化
に

最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る

よ
う
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」

の
内
容
充
実
に
努
め
る
こ
と

と
し
ま
す
。

３　

平
和
四
行
動
（
広
島
・
長

崎
・
沖
縄
・
北
方
領
土
）
に

つ
い
て
は
、
中
央
協
の
割
り

当
て
に
基
づ
い
て
代
表
派
遣

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

「
広
島
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
割
り
当
て
で
し
た
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
の
、
割
り
当
て
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

１　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｏ
Ｂ
仲
間
の

「
交
流
と
親
睦
」
の
場
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
地
域

の
集
い
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

３　

事
務
局
体
制
等
に
つ
い
て

⑴　

事
務
局
常
駐
は
、
月
〜
金

の
午
後
半
日
に
拡
大
し
、
会

と
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
強
化
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
な
お
、
中
央
協
よ
り

支
部
協
の
常
駐
体
制
見
直
し

の
提
案
（
別
紙
一

－

一
〜
二

参
照
）
が
あ
り
ま
す
が
、
常

駐
役
員
の
希
望
等
を
勘
案
し

当
分
は
現
行
体
制
を
維
持
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

⑵　

事
務
局
常
駐
や
共
済
、
慶

弔
等
々
、
ル
ー
チ
ン
業
務
の

円
滑
化
の
た
め
に
常
任
幹
事

会
を
設
け
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
常
任
幹
事
の

不
慮
の
事
故
や
病
気
に
備

え
、
各
種
担
務
へ
の
複
数
配

置
等
に
配
慮
し
、
業
務
遂
行

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
体
制

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４　

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

　

昨
年
実
施
の
「
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
集
計
が
遅
れ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
今
年
度
は
集
計

結
果
を
公
表
の
こ
と
と
し
ま

す
。
尚
、
緊
急
連
絡
先
の
集
計

は
終
え
て
い
ま
す
。

１　

中
央
協
主
催
の
会
議
は
、

第
一
回
拡
大
支
部
協
代
表
者

会
議
（
十
一
月
二
十
六
日
）

は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
、
中
四
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
（
五
月
十
三
日
）
も

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
、
新
任
役
員
全

国
交
流
集
会
は
中
止
。
第
二

回
拡
大
支
部
協
代
表
者
会
議

１　

会
員
拡
大
の
取
り
組
み

　

二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
六
日

に
退
職
予
定
者
を
対
象
に
し
た

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
主

催
で
開
催
し
、
会
員
拡
大
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年

九
月
〜
二
〇
二
一
年
八
月
の
退

職
者
の
う
ち
、
当
会
加
入
は
十

七
名
と
な
っ
て
お
り
昨
年
に
続

き
比
較
的
多
く
の
加
入
者
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
引

き
続
き
取
り
組
み
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
自

然
脱
会
二
十
八
名
、
任
意
脱
会

七
名
で
し
た
。
以
上
の
結
果
、

昨
年
八
月
末
日
の
会
員
数
一，二

四
〇
名
か
ら
本
年
は
、一，二
二

二
名
で
あ
り
此
の
間
、
十
八
名

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
次
年
度

も
本
年
同
様
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
グ

ル
ー
プ
連
絡
会
の
主
催
に
よ
る

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会
」
を
開

催
し
、
退
職
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

の
、
当
会
加
入
促
進
な
ら
び
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
各
種

活
動
へ
の
参
加
要
請
も
含
め

「
現
・
退一致
」で
取
り
組
み
ま
す
。

２　

遺
族
組
合
員
制
度
に
つい
て

　

亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の
配
偶

者
が
希
望
す
れ
ば
電
通
共
済
生

協
な
ど
の
、
継
続
利
用
が
可
能

な
「
遺
族
組
合
員
」
制
度
が
発

足
し
、
二
〇
二
一
年
九
月
末
現

在
五
十
六
名
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
本
制
度
の
周
知
の
た
め
、

適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

決
算
報
告
書
並
び
に
二
〇
二

一
年
度
福
祉
会
計
予
算（
案
）

３
．
二
〇
二
〇
年
度
慶
弔
会
計

決
算
報
告
書
並
び
に
二
〇
二

一
年
度
慶
弔
会
計
予
算（
案
）

４
．
二
〇
二
〇
年
度
一
般
会
計

監
査
報
告
書

５
．
二
〇
二
〇
年
度
福
祉
会
計

監
査
報
告
書

６
．
二
〇
二
〇
年
度
慶
弔
会
計

監
査
報
告
書

で
、
お
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
願

い
ま
す
。

１　

中
央
協
「
あ
り
が
と
う
制

度
」
並
び
に
高
知
県
支
部
協

「
慶
弔
規
程
」
の
実
施
状
況

は
次
表
の
通
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　

中
央
協
、
支
部
協
と
も
、

制
度
は
順
調
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
象
に
な
っ
た
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
多
く
の

「
感
謝
」
や
「
御
礼
」
の
声

が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
弔
事
の
把
握
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
時
期
を
失

す
る
場
合
が
時
々
あ
り
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

３　

再
来
年
四
月
の
高
知
市
会

議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
高

知
分
会
所
属
の
「
楠
目
慎
一

郎
」
君
の
勝
利
に
向
け
て
、

今
日
か
ら
全
力
を
挙
げ
て
戦

う
こ
と
と
し
ま
す
。

１
．
二
〇
二
〇
年
度
一
般
会
計

決
算
報
告
書
並
び
に
二
〇
二

一
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

２
．
二
〇
二
〇
年
度
福
祉
会
計

た
政
治
の
実
現
の
た
め
「
政

治
変
革
な
く
し
て
、
国
民

の
安
全
・
安
心
無
し
」
と

の
立
場
で
全
力
を
挙
げ
て

戦
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、
高
知
一
区

は
武
内
則
男
氏
、
高
知
二
区

は
広
田
一
氏
を
推
薦
し
戦
う

こ
と
と
し
ま
す
。

２　

来
夏
の
参
議
院
選
挙
に
つ

い
て
は
組
織
内
議
員
「
石
橋

み
ち
ひ
ろ
」
氏
を
組
織
の
総

力
を
挙
げ
て
戦
い
ま
す
。

１　

今
年
の
秋
に
は
衆
院
選
挙

が
あ
り
ま
す
。
本
文
執
筆
時

に
お
い
て
は
そ
の
日
程
が
ま

だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
安
倍
内
閣
・
菅
内

閣
と
国
民
不
在
の
政
治
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
負

の
遺
産
の
一
掃
と
コ
ロ
ナ

の
克
服
・
国
民
目
線
に
立
っ

　

３　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
が
推
進

す
る
政
治
団
体
「
ア
ピ
ー
ル

二
十
一
」
に
は
県
支
部
協
幹

事
を
中
心
に
加
入
し
「
現
・

退
一
致
」
の
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
　

次
年
度
も
同
様
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

４　

連
合
、
労
働
者
福
祉
協

議
会
の
活
動
等

⑴　

第
十
五
回
メ
ー
デ
ー
東

部
地
区
大
会
（
四
月
二
十
五

日
）、
並
び
に
、
第
九
十
二

回
メ
ー
デ
ー
（
四
月
二
十
九

日
）
に
代
表
派
遣
を
し
ま
し

た
。
次
年
度
も
協
力
を
し
て

い
き
ま
す
。
尚
、
連
合
主
催

の
囲
碁
・
将
棋
大
会
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。　

⑵　

労
福
協
等
の
活
動
は
大

半
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
開
催
さ
れ
れ
ば
、

従
来
通
り
協
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

５　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
法
律
相

談
と
し
て
藤
原
充
子
弁
護
士

に
顧
問
と
し
て
お
世
話
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
相
談

し
た
い
方
は
、
事
務
局
ま
で

連
絡
願
い
ま
す
。

知
県
支
部
協
に
お
い
て
も
昨

年
九
月
一
日
〜
今
年
八
月
三

十
一
日
ま
で
に
、合
計
十
件
、

二
三
〇
万
円
の
支
払
い
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

こ
の
支
払
い
状
況
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
交
通
事

故
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
な

注
意
を
お
願
い
す
る
と
同
時

に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

１　

高
退
連
に
会
長
（
國
弘

会
長
）
と
幹
事
（
吉
川
副
会

長
）
を
派
遣
し
、
そ
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　
　

次
年
度
も
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

２　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

多
く
の
会
員
が
県
下
各
地

で
参
加
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
地
域
貢
献
へ
の
大
切

な
取
り
組
み
で
す
の
で
、

今
後
と
も
活
動
が
一
層
充

実
す
る
よ
う
必
要
な
援
助

を
し
て
い
き
ま
す
。

年
四
回
定
期
発
行
を
維
持
す

る
こ
と
と
し
、
必
要
に
応
じ

臨
時
号
の
発
行
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
新
聞
へ

の
投
稿
に
も
継
続
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

２　

支
部
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
画
面
の
更
新
を
状
況

に
応
じ
て
実
施
し
「
予
定
表

（
カ
レ
ン
ダ
ー
）」
で
は
、
支

部
協
行
事
等
が
い
ち
早
く
み

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
下
さ
い
。
ま
た
、

時
事
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
転
載

に
も
即
応
性
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

　
　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を

参
考
に
、
一
層
の
充
実
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

改
善
に
む
け
会
員
・
役
員
間

の
連
携
強
化
等
に
一
層
努
め

る
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
関
連
で
葬
儀
等
に
出

席
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
失

礼
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

２　

任
意
共
済
の
加
入
促
進

活
動
は
、
資
料
の
送
付
か
ら

回
収
・
内
容
の
問
い
合
わ
せ

す
べ
て
を
電
通
共
済
生
協
・

労
連
共
済
本
部
が
実
施
す
る

の
が
基
本
で
す
。
し
か
し
、

現
実
は
支
部
協
対
応
が
必
要

な
場
合
が
多
く
あ
る
た
め
、

例
年
は
（
土
・
日
・
祝
除
く
）

役
員
を
配
置
し
会
員
の
問
合

せ
に
対
応
し
ま
す
が
、
今
年

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
当
番
だ
け
で
対
応
し

ま
し
た
。

３　
「
マ
イ
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
」

が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
自
動
車
事
故
以
外
の

怪
我
も
保
証
す
る
制
度
へ
の

関
心
が
高
く
、
今
後
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

自
然
災
害
の
増
加
や
社

会
諸
制
度
の
先
行
き
不
安
が

深
刻
化
し
て
い
る
中
で
、「
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
」
す
る
電
通
共

済
生
協
の
重
要
度
が
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

自
然
災
害
共
済
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

会
員
の
「
自
助
・
共
助
の
重

要
な
手
段
」
と
し
て
の
高
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
支
部

協
段
階
で
の
取
組
み
の
強
化

と
迅
速
・
正
確
で
解
り
や
す

く
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

４　

高
齢
化
に
伴
い
交
通
災

害
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
交
通
災
害
共
済
は
高

催
に
関
し
て
、
医
療
関
係
者
が

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
本
政
府
は
開
催
を
強

行
し
ま
し
た
。
無
観
客
と
は
言

え
大
会
関
係
者
等
の
人
流
の
抑

制
は
不
可
能
で
す
。
国
民
に
移

動
や
会
食
・
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛

を
要
請
し
な
が
ら
の
五
輪
開
催

と
は
、
完
全
に
論
理
矛
盾
を
来

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
金
メ

ダ
ル
を
目
指
し
て
頑
張
っ
た
ア

ス
リ
ー
ト
の
皆
様
に
は
何
の
責

任
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
も
の
も
多

か
っ
た
と
思
い
、
心
か
ら
の
拍

手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
復
興
五
輪
と
銘
打
っ

た
東
京
五
輪
は
そ
の
目
的
を
果

た
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
莫
大

な
税
金
を
つ
ぎ
込
ん
だ
負
の
遺

産
を
、
日
本
国
民
に
負
わ
さ
れ

た
の
で
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

政
治
の
最
大
の
使
命
は
、
国

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
信

頼
と
安
心
を
取
り
戻
す
こ
と
で

す
。
今
年
秋
に
は
衆
議
院
選
挙

　

会
員
の
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
お

済
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
明
け
暮

れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
新
年
早
々
か
ら
日
本

に
広
が
り
始
め
た
コ
ロ
ナ
感
染

症
は
、
政
府
の
後
手
後
手
の
対

応
も
あ
り
、
感
染
拡
大
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
五
輪
開

が
あ
り
ま
す
。
来
年
に
は
参
議

院
選
挙
も
あ
り
ま
す
。
ま
っ
と

う
な
政
治
を
取
り
戻
す
た
め
に

は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
選
挙

に
参
加
し
、
そ
の
意
思
を
表
す

絶
好
の
機
会
で
す
。
今
の
政
権

側
は
説
明
責
任
を
果
た
そ
う
と

し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で

は
民
主
主
義
は
根
腐
れ
し
て
し

ま
い
ま
す
。
私
た
ち
の
安
心
・

安
全
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め

に
行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

　

退
職
者
の
会
活
動
も
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

残
念
な
こ
と
に
活
動
ら
し
い
活

動
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

年
の
定
期
総
会
も
開
催
を
危
ぶ

み
ま
し
た
が
、
昨
年
の
よ
う
な

書
面
決
議
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
の
状
況
に
も
よ
り

ま
す
が
、
何
と
か
対
面
で
の
開

催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
終
息
の
見
通

し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

私
た
ち
が
出
来
る
事
を
や
る
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か

十
分
に
気
を
付
け
て
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第８条　（総　会）
総会は、この会の最高議決機関であり毎年
1 回会長が招集します。
ただし、幹事会が必要と認めた場合は、臨
時に開くことが出来ます。

第 22 条　（会則の施行）
この会則は、1996年 11月 20日より実施します。

以下省略

改　正　前

第８条　（総　会）
総会は、この会の最高議決機関であり毎年 1
回会長が招集します。
ただし、幹事会が必要と認めた場合は、臨時
に開くことが出来ます。
なお、大規模災害および感染症まん延等、特別
な事情により総会開催が困難な場合は、総会の
書面開催ができるものとします。

第 22 条　（会則の施行）
この会則は、1996年11月20日より実施します。

以下省略
この会則は、2021 年 10 月 26 日より一部改正
実施します。

改　正　後

１．  他団体等への役員派遣（案）　　２．2021年度～2022年度役員の選出について（案）

金婚さん
いらっしゃい

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度

（
２
０
２
１
年
６
月
〜
８
月
）

　
　

西　

原　

和
與
志 

様

　

渡　

辺　

資　

恵 

様

７
月　

青　

野　

一　

穂 

様

　

安　

岡　

五　

郎 

様

　
　

中　

村　

梅　

子 

様

　
　

小　

松　
　
　

喬 

様

　

矢　

野　

美　

喜 

様

久
留
米　

昭　

子 

様

　
　

徳　

平　

當　

子 

様

８
月　

坂　

井　

逸　

男 

様

　

西　

川　

浩　

俊 

様

お
祝
い

☆
米
寿
（
５
件
）

７
月　

井　

上　

百
合
子 

様

田　

村　

順　

子 

様

８
月　

川　

村　

教　

江 

様

　

早　

坂　

富　

子 

様

　

沢　

田　

淑　

子 

様

☆
喜
寿
（
19
件
）

　
６
月　

坂　

本　
　
　

浩 

様

　
　

川　

村　

千　

代 

様

　
　

横　

山　

章　

亮 

様

支
部
協
慶
弔
制
度

（
２
０
２
１
年
６
月
〜
８
月
）

◇
火
災
共
済
（
３
件
）

７
月　

５
万
７
千
５
０
０
円

８
月　

101
万
４
千
３
０
０
円

◇
交
通
災
害
共
済
（
２
件
）

８
月　

30
万
８
千
８
０
０
円

　

 

お
祝
い

☆
金
婚
（
１
件
）

　
６
月　

畠　

中　

文　

興 

様

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
３
件
）

６
月　

田　

所　

満
喜
子 

様

　

小　

川　

貞　

夫 

様

　

山　

中　
　
　

茂 

様

★
配
偶
者
死
亡
（
３
件
）

５
月　

竹　

村　

公　

子 

様

　

岡　

村　

淑　

子 

様

６
月　

山　

中　
　
　

淑 

様

死
亡
時
に
事
務
局
へ

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す

☎
８
２
１
・
３
８
０
０

☎
８
２
１
・
３
８
０
０

お
ね
が
い

お
ね
が
い

　

奥　

田　
　
　

実 

様

　
　

三　

谷　

文　

教 

様

　

近　

藤　

玉　

子 

様

苅　

谷　
　
　

勲 

様

　
　

川　

田　

美
紀
子 

様

☆
古
希
（
11
件
）

６
月　

別　

役　
　
　

秀 

様

　
　

高
須
賀　
　
　

満 

様

　
　

久　

保　

瑞　

枝 

様

７
月　

藤　

山　

健　

二 

様

　
　

新　

谷　

清　

二 

様

８
月　

秋　

沢　
　
　

豊 

様

　
　

片　

岡　

徳　

雄 

様

　
　

井　

元　

和　

代 

様

　

関　

田　

三
世
子 

様

　
　

北　

下　

由
美
子 

様

　
　
　

山　

下　

恭　

一 

様

も
さ
っ
ち
も
行
か
な
く
な
り
、

マ
ス
コ
ミ
が
面
白
お
か
し
く
書

き
た
て
る
ま
で
に
。
陸
軍
大
将

が
天
皇
か
ら
「
大
阪
の
事
件

は
、
ど
う
な
っ
た
の
か
？
」
と

聞
か
れ
る
羽
目
に
。
最
後
は
、

当
事
者
二
人
に
握
手
さ
せ
、
一

件
落
着
と
な
っ
た
。
半
藤
一
利

さ
ん
の
著
書
『
昭
和
史
一
九
二

六

－

一
九
四
五
』「
陸
軍
に
対

す
る
最
後
の
抵
抗
」
に
は
、
事

件
の
後
、
ほ
ど
な
く
「
軍
が

ノ
ー
と
い
っ
た
こ
と
は
、
で
き

な
い
国
家
に
な
っ
た
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

ゴ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
事
件

　

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
五
人
が

生
ま
れ
た
頃
の
話
。

　

大
阪
で
交
通
信
号
機
が
で
き

て
間
も
な
い
昭
和
八
年
。
陸
軍

の
兵
隊
が
赤
信
号
を
無
視
し
、

突
っ
切
り
ま
し
た
。
交
通
係
の

巡
査
が
車
を
止
め
る
と
、「
公

務
中
だ
」
と
言
っ
て
殴
り
合
い

が
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ

で
終
わ
ら
な
い
。
大
阪
府
の
警

察
は
、「
軍
人
だ
ろ
う
が
巡
査

の
指
示
に
従
え
」、
陸
軍
は「
陛

下
の
軍
人
で
、
街
頭
で
も
治
外

法
権
だ
」
と
組
織
の
メ
ン
ツ
を

賭
け
た
喧
嘩
に
発
展
。
に
っ
ち

楽しいこと、悲しいこと、二人で乗り切った五十年。
こんなことも、ありました。

　小柳ルミ子「わたしの城下町」、南沙織「十七才」、天地真理「水色の恋」でデビュー。
　新三人娘が誕生したのが、昭和46年（1971年）。テレビのチャンネルを回すとどこも
歌番組であふれていた。前の年、全日本歌謡選手権のグランドチャンピオンとなった五木
ひろしの「よこはま・たそがれ」、尾崎紀世彦「また逢う日まで」、奥村チヨ「終着駅」も流行った。
ちなみに元祖三人娘は、美空ひばり、江利チエミ、雪村いづみ。
　江夏豊（阪神）がオールスター戦で、9連続奪三振の快挙。県内では、強烈なインパクトを与えた高知生コン事件。
江ノ口川や浦戸湾の環境浄化に一役買い、地球33番地の活動につながった。

　小柳ルミ子「わたしの城下町」、南沙織「十七才」、天地真理「水色の恋」でデビュー。
　新三人娘が誕生したのが、昭和46年（1971年）。テレビのチャンネルを回すとどこも
歌番組であふれていた。前の年、全日本歌謡選手権のグランドチャンピオンとなった五木
ひろしの「よこはま・たそがれ」、尾崎紀世彦「また逢う日まで」、奥村チヨ「終着駅」も流行った。
ちなみに元祖三人娘は、美空ひばり、江利チエミ、雪村いづみ。
　江夏豊（阪神）がオールスター戦で、9連続奪三振の快挙。県内では、強烈なインパクトを与えた高知生コン事件。
江ノ口川や浦戸湾の環境浄化に一役買い、地球33番地の活動につながった。

第３号議案第３号議案大
会
に
あ
た
っ
て

大
会
に
あ
た
っ
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会　

会
長

國
弘　
　

昭 その他の議案（当日配布）

ＮＴＴ労働組合退職者の会　高知県支部協議会　会則（改正案）

1932

ゴー・ストップ事件



［ 5］ NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信

　

七
月
十
日
（
土
）、
長
く
取

り
組
ん
で
い
る
「
ア
ジ
サ
イ
剪

定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
は
、
二

十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
社
会
で
活
動
の
自
粛
要
請

な
ど
、
悩
み
多
い
中
で
の
決
断

で
し
た
。

　

午
前
八
時
か
ら
、
コ
ロ
ナ
や

熱
中
症
に
対
す
る
注
意
事
項
や

手
立
て
を
周
知
し
、
作
業
を
開

か
ら
は
、
持
ち
帰
り
野
菜
の
お

土
産
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
い
た

後
は
、
ラ
ン
チ
。
全
員
で
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に

雑
談
タ
イ
ム
。
来
年
の
ア
ジ
サ

イ
の
開
花
を
願
い
つ
つ
散
会
し

ま
し
た
。

　

今
回
初
参
加
は
、
坂
本
宣
和

さ
ん
、
藤
原
俊
彦
さ
ん
で
し
た
。

　
　
　
〈
香
美
市　

三
宮
正
博
〉

始
。
健
康
状
態
を
観
察
し
な
が

ら
、
節
目
節
目
で
強
制
的
休
憩

を
は
さ
み
、
順
調
に
作
業
も
進

み
ま
す
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
浜
口
正
名

さ
ん
の
家
族
か
ら
手
作
り
の

ジ
ュ
ー
ス
、
山
岡
和
三
さ
ん
の

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
の
差
し
入
れ

が
あ
り
、
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
崎
本
正
之
さ
ん

　前号（90号）におきまして、一部記
載内容に誤りがございましたので、
ここに訂正し、お詫び申し上げます。

お詫びと訂正 4面　所感雑感
　　　あふれるカタカナ語
　　　青木敬三さん
　　　誤　南国市
　　　　　　↓
　　　正　高知市

通信編集員　一同

高知電友会
「NTTグループ趣味の作品展」
開催日：令和 4年 3月 25日～ 3月 27日
会　場：高知市文化プラザ「かるぽーと」
問合せ先・詳細は高知電友会（088－804－0566）

　

紅
葉
写
真
と
言
い
た
い
け
れ

ど
初
夏
の
写
真
で
す
。

　

薄
く
柔
ら
か
な
新
緑
を
通
り

抜
け
て
く
る
陽
光
は
、
山
道
で

息
を
切
ら
し
た
身
体
を
柔
ら
か

に
包
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

鏡
川
源
流
域
、
高
知
市
土

佐
山
地
区
・
工
石
山
の
『
さ

い
の
河
原
』、
登
山
口
か
ら
歩

い
て
一
時
間
余
り
で
現
地
到

着
、
楽
な
道
で
は
な
い
け
れ

ど
シ
ル
バ
ー
世
代
で
も
到
達

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
迎
え
る
紅
葉
の

季
節
、
澄
ん
だ
渓
流
と
と
も

に
ど
ん
な
光
で
迎
え
て
く
れ

る
の
か
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　

大
野
文
平〈
高
知
市
〉 　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
疲
れ
た
皆

様
に
、
花
追
い
び
と
・
大
野
さ

ん
が
連
載
で
、
季
節
の
息
吹
を

お
届
け
し
ま
す
。

　

さ
い
の
河
原
か
ら
、
も
う
ひ
と

踏
ん
張
り
で
頂
上
に
。
季
節
の

花
も
咲
い
て
い
ま
す
。（
編
集
部
）

ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会

〒780－0841
高知市帯屋町2－5－11
☎088－821－3800

FAX 088－873－3313
URL http://nttobkochi.sakura.ne.jp
E－mail taisyoku－kochi@air. ocn. ne. jp

〔事務局常駐日〕毎週月～金曜日の13時～16時の間

きらら保険サービス株式会社

労　連　共　済　本　部

○がん保険
○介護保険

○年金共済《ひろがり》
○こども養育共済

○退職者共済
○退職者生命共済《あいあい》
○退職者生命共済
　《あいあい50》
○医療特約

○疾病共済

●お客様コンタクトセンター
　電　話　０１２０－５９０－２５１
　受付時間　９：００～18：００（平日）
　　　　　９：００～１７：００（土曜）
　　　　　　　※日・祝日は除く

電　話　０３－５２９７－６１７１
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０３－５２９７－６１７３
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８８３－６５２
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く

㈱テルウェル・
ライフアシスト

【ＮＴＴ労組関係の方】
㈱テルウェル・ライフアシスト

【情報労連関係の方】
ＡＩＧエジソン生命

○火  災  共  済（すまいる）
○自然災害共済（おまかせ）
○生  命  共  済（ささえ愛）
○交通災害共済（しぐなる）
○医療・傷害（Myセーフティ）
○マイカー共済

●電通共済生協コールセンター
　電　話　０１２０－２１１－１１４
　受付時間　９：００～１7：３０
　　　　　　　（月曜～金曜）
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

電　通　共　済　生　協

自転車事故（自損も含む）も警察の事故証明を
とれない場合は、目撃証明を！

（但し、祝・祭日、年末年始・盆休み、当会の行事日は閉鎖します）

退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先

消費者ホットライン

架空請求の相談は188（局番なしで）

暑
か
っ
た
け
ん
ど

　
　
　
頑
張
っ
た
き
‼

暑
か
っ
た
け
ん
ど

　
　
　
頑
張
っ
た
き
‼

文化講演会と
忘年会の中止に

ついて

文化講演会と
忘年会の中止に

ついて

四
季
の
移
ろ
い

四
季
の
移
ろ
い

全国的に新型コロナウイルスが
猛威を振るい、収束が困難なこ
の時期に、イベントの開催は、リ
スクが大きいと判断し、中止を
決定しました。ご理解をお願いし
ます。
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に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
数
十
年
に
一
度
と
言

わ
れ
る
豪
雨
が
頻
繁
に
発
生
し
て

お
り
、
日
頃
か
ら
災
害
に
対
し
て

充
分
に
備
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

今
高
知
県
民
に
と
っ
て
最
も

心
配
な
事
は
、
三
十
年
以
内
に

約
八
割
の
確
率
で
発
生
す
る
南

海
地
震
の
約
三
十
二
倍
と
言
わ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

高
知
県
内
の
海
岸
沿
い
は
津

波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
為
に
も
県
内
全
て
の
地

区
に
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

全
体
的
に
防
災
活
動
は
停
滞
し

活
動
も
マ
ン
ネ
リ
の
傾
向
に
あ

り
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大

私
の
人
生

浜
野
　
昌
子

（
南
国
市
）

　

私
は
幡
多
郡
奥
内
村
（
現
：
大

月
町
）
に
生
ま
れ
薪
を
背
負
っ
て

読
書
す
る
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
の

あ
る
「
國
民
學
校
」
へ
入
学
。
友

達
か
ら
、
い
つ
も
ぽ
っ
ち
ゃ
り
可

愛
い
い
マ
サ
コ
ち
ゃ
ん
と
、
仲
良

く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど
こ
の

家
に
も
お
金
も
物
も
無
い
時
代
で

し
た
が
、あ
る
意
味
で
は
幸
せ
だ
っ

た
か
な
あ
ー
と
今
思
い
ま
す
。

　

村
長
さ
ん
も
校
長
先
生
も
よ
く

「
人
生
五
十
年
」
と
言
う
言
葉
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の

ぽ
っ
ち
ゃ
り
可
愛
い
い
マ
サ
コ

ち
ゃ
ん
が
「
人
生
五
十
年
」
を
は

る
か
に
超
え
て
、
後
期
高
齢
者
に

な
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ

と
。
若
い
頃
は
仕
事
、
子
育
て
、

家
計
の
や
り
繰
り
な
ど
な
ど
。
友

だ
ち
に
保
証
人
に
な
っ
て
も
ら
っ

て
、
労
組
経
由
で
労
働
金
庫
で
三

万
円
借
り
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

今
思
う
と
ど
う
し
て
そ
の
位
の
お

金
が
無
か
っ
た
ろ
う…

。
そ
の
頃

か
ら
労
金
つ
な
が
り
、
今
だ
に

「
労
金
友
の
会
」
の
役
員
を
し
て

い
ま
す
。
ま
あ
よ
く
が
ん
ば
っ
た

な
あ
ー
。
よ
く
無
事
故
で
こ
こ
ま

で
来
た
な
あ
ー
と
。「
人
生
五
十

年
」
が
い
い
の
か
。

　

今
は
、
今
日
明
日
の
食
べ
る
事

に
は
困
ら
な
く
な
っ
た
け
ど
、
高

齢
に
よ
る
体
調
不
良
、
家
族
の
介

護
な
ど
、
云
う
に
云
え
な
い
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
。
生
ま
れ
て

こ
の
方
、
体
重
だ
け
は
順
調
に
延

び
、下
降
を
知
ら
な
か
っ
た
の
が
、

は
じ
め
て
の
十
五
キ
ロ
減
（
標
準

体
重
堅
持
）。
高
齢
に
な
り
感
じ

る
事
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
何

事
も
「
減
」
は
、
す
べ
て
よ
く
な

い
と
思
う
。
高
卒
後
、
田
舎
の
郵

便
局
へ
就
職
。
電
話
交
換
、
切
手

売
り
、
貯
金
集
め
、
二
十
四
時
間

勤
務
も
し
ま
し
た
。
電
通
合
理
化

に
よ
り
電
電
公
社
。
電
電
公
社
の

最
後
に
退
職
、
年
齢
五
十
才
。
そ

の
時
か
ら
六
十
％
な
が
ら
年
金
受

給
。
年
金
担
当
者
の
言
「
六
十
％

な
が
ら
八
十
一
才
ま
で
生
き
た
ら

満
額
受
給
の
人
と
同
じ
よ…
」と
。

は
い
。
生
き
ま
し
た
。
早
期
退

職
、
私
に
は
良
か
っ
た
で
す
。
両

親
の
看
病
、
旅
行
な
ど
な
ど
。
健

康
で
フ
リ
ー
な
存
在
は
皆
か
ら
重

宝
が
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
三
世

代
・
六
人
暮
ら
し
。
上
を
見
れ
ば

き
り
が
な
い
。
私
の
人
生
ま
あ
ま

あ
と
し
よ
う
。
遅
ま
き
な
が
ら
、

只
今
終
活
中
。

防
災
対
策
は
大
丈
夫
？

竹
田
　
順
一

（
い
の
町
）

　

皆
さ
ん
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

今
世
界
中
で
異
常
気
象
で
し
ょ

う
か
熱
波
、
豪
雨
、
猛
暑
が
頻
繁

き
な
災
害
の
後
に
は
防
災
意
識

も
高
ま
り
活
動
も
活
発
に
な
り

ま
す
が
、
時
間
と
共
に
低
下
し

て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
方
は
対
策
を
講
じ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
地
域

の
浸
水
予
測
、
土
砂
災
害
予
測
、

震
度
予
測
、
液
状
化
予
測
な
ど
を

確
認
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避

難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し

て
お
い
て
下
さ
い
。

　

そ
し
て
家
屋
や
家
具
の
耐
震

化
は
最
も
重
要
で
す
。

　

ど
ん
な
に
備
蓄
品
、
非
常
持
ち

出
し
品
を
構
え
て
い
て
も
、
家
屋

が
倒
壊
、
家
具
の
飛
散
に
よ
り
死

亡
す
る
か
怪
我
を
し
た
ら
全
く
無

用
な
物
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

準
備
す
る
備
蓄
品
、
非
常
持
ち

出
し
品
は
必
ず
家
族
構
成
に
あ
っ

た
品
物
を
整
え
、
少
な
く
て
も
備

蓄
品
に
つ
い
て
は
一
週
間
分
準
備

し
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で
日

頃
か
ら
利
用
し
て
下
さ
い
。

　

地
震
は
前
触
れ
無
く
突
然
発

生
し
、
一
瞬
の
内
に
甚
大
な
被

害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
が
決
し

て
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
ら
な
い

様
、
約
三
分
間
の
揺
れ
の
間
安

全
に
身
を
守
り
、
揺
れ
が
収
ま

り
ま
し
た
ら
速
や
か
に
避
難
行

動
を
行
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　

死
な
な
い
・
怪
我
を
し
な
い
・

困
ら
な
い
様
に
。

【
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
】

　

食
品
を
少
し
多
め
に
買
い
、

古
い
も
の
か
ら
消
費
し
、
買
い

足
す
こ
と
で
、
一
定
の
食
品
が

備
蓄
さ
れ
、
特
別
な
準
備
も
な

く
災
害
時
に
自
宅
で
の
生
活
が

可
能
と
な
る
と
い
う
考
え
方
。

　

竹
田
さ
ん
は
現
在
、
日
本
防

災
士
会
高
知
の
理
事
長
を
務
め

て
い
ま
す
。

　退職者の会のみなさまがこの寄稿をご覧いただいている時には、新たな政治体制になっているかもしれません
が、『政治・選挙』についてこの場を借りて少しお話させてください。
　戦後 80％近くあった国政選挙の投票率は年を追って低下し、最近では 50％を前後し
ているそうです。これは世界の200か国中、なんと150番目あたりにランクされます。
　低下した投票率を改善するために様々な提案がなされているようです。例を挙げると…
　　・期日前投票を広報し、不在者投票をやり易くし、投票所を増やす
　　・学校教育で、政治や選挙に関する授業を増やす
　など、たしかにいくらかの効果はあるのだろうと思います。
　先日、19歳になった娘に選挙の話をしてみました。帰ってきた答えは興味がないとのこと。振り返って考えると、
投票する日、場所が増えても、学校教育で授業が増えても本人に関心がなければ選挙にいくことはないのだろうと
考えさせられました。
　とすれば、何をすれば選挙に行くのか。私の反省も踏まえて言わせていただくと、やはり家庭や地域で政治に関
する話題が出て政治が日常生活の延長線上にあることが大事ではないでしょうか？
　娘との会話する機会が少ないのも課題なのですが…少しずつでも政治について関心をもち、選挙に行こうと思え
るような話題を考えて娘と話していこうと思います。
　退職者の会のみなさまもお子さまや、お孫さんにお話しするのも良いのではないでしょうか？

〈N労グループ連絡会・事務局長　楠目慎一郎〉

喜 哀怒 楽 第49回 政治は日常の延長上に

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー 誌面で伝える

あんなコト、
こんなコト…

誌面で伝える
あんなコト、
こんなコト…

ガラ携とスマホ
　「そろそろスマホに変えようかと思いゆうが」と息子に云うてみた。すると息
子は「使えるようになったらネ」と云って“はじめてのスマホでも大丈夫”と云
う本とスマホを貸してくれた。通信については、こちらもいささか自信あるので、
「ありがとう」と云って軽い気持ちで受け取った。そして本を開けてみて驚いた。
ガラ携の延長くらいに思っていたのが全然違っていた。便利には違いないがそこ
に行き着くまでのなんとややこしいこと。これを覚えるには認知症すれすれの年
寄りにはとても無理と、一度は思ってみたがまた思い直し、目下覚えては忘れ、
忘れては覚えと奮闘中である。　　　　　　　　　　　　　　　　　〈今井　智〉

やっぱり古いのかい！
　静かに勉強している孫の両耳にイヤホンあり、後ろからそっと覗くとノートの
上にスマホの画面が見えた。結構長く見ているので「こら！スマホばっかり見
よったらいかんよ」と娘ほどの迫力はないもののバアちゃん頑張って叱ってみた。
　返ってきた言葉は「これ勉強しゆうがやき！」そんな姉の横で弟は塾の宿題を
しながらタブレットに向かって何やら問いかけている。
　今どきの子はスマホやタブレットを使いながらお勉強をしているのだというか
らやってられない。挙句の果て「バアバわかる？また時間がある時に教えちゃう
きね」ときた。
　辞書や参考書にいっぱい付箋をくっつけてやるのが勉強じゃないのかい！
　そう思うバアちゃんはやっぱり古いのかい！　　　　　　　　　　〈中村美知〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　

小粋でしょう
　コロナ禍のいま旅行はできませんが民謡舞踊を習いながらご当地巡りを楽しん
でいます。この春は、春野のピアホールで上田章夫先輩が「五島さのさ」を踊ら
れる姿をうっとり眺めました。
　私も九月の発表会に向け新潟県の「新井甚句」と和歌山県の「串本節」を練習
中です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈川上理恵〉

所
感
・
雑
感

所
感
・
雑
感

会
員
投
稿
欄

会
員
投
稿
欄


